
















２．対 象 者  
      平成２７年９月１日現在「教授、准教授、講師、助教」の職にある者（特任教員を含む）。  




３．予 定 人 員  
   各日３００名（会場の都合により、予定人員を超過した場合は調整することがある。）  
 
４．期日及び場所（①または②のいずれか希望する日に受講すること）  
   ①平成２７年９月７日（月） コンベンションセンター 会議室２他  
   ②平成２７年９月８日（火） 豊中総合学館 ４０１講義室他  
    
５．日   程  
   別紙のとおり  
 
６．研 修 方 法  
   講義、グループ討議、ワークショップ等により行う。  
なお、研修Ａ～Ｅはいずれか１つを選択し、受講すること。  
 
７．講   師  
   本学理事、教員及び学外講師  
 
８．研修事務担当者  
教育推進部教育企画課長      田 口 耕 二（内線：吹田７０８１）  
教育推進部教育企画課課長補佐   橘   弘 治（内線：吹田７０８２）  







12:30～13:00 13:00～13:05 13:05～13:35 13：35～14：35 14：35～14：50 16:50～17:00





























































































大阪大学では、吹田キャンパス（9 月 7 日開催。参加者 107 名）と豊中キャンパス（9 月 8 日
開催。参加者 98 名）において、教育指導能力の向上と質の高い教育活動の維持を目的として、全
学 FD フォーラムを実施した。 















受 講 者：吹田地区 18 名  豊中地区 14 名 
講 師：全学教育推進機構 佐藤浩章 准教授 









受 講 者：吹田地区 32 名  豊中地区 26 名 
講 師：関西大学教育推進部 森朋子 准教授 








受 講 者：吹田地区 9 名  豊中地区 9 名 
講 師：全学教育推進機構 堀一成 准教授 









受 講 者：吹田地区 25 名  豊中地区 24 名 
講 師：全学教育推進機構 岩居弘樹 教授 









受 講 者：豊中地区 22 名  吹田地区 23 名 
（１）14：50 ～ 15：50 
演 題：修学困難な学生の理解に向けて 
講 師：キャンパスライフ支援センター 望月直人 特任准教授 ／ 武中美佳子 講師 
配布資料：有   CLE 映像配信：無 
（２）15：50 ～ 16：50 
演 題：留学生の事例を通して考える教員の対応のあり方 
講 師：国際教育交流センター長 有川友子 教授 
配布資料：有   CLE 映像配信：無 
概 要： 
望月先生、武中先生からは、修学困難な学生とは、どのような学生を指し、その原因や危険性
を説明いただいた後、具体的な事例をもとに各グループで話し合った。その後、グループごとに
意見を発表後、基本的な対応のコツを紹介された。 
有川先生の講話では、留学生の実際の事例について、研修参加者を４～５名のグループに分け、
問題の解決策についてのディスカッションの時間が設けられ、この問題を、より自分の事として
考えることが出来たと思われる。 
両分科会とも、メンタルケアにおける各種の豊富な実例、及びそれに対する具体的な対処法が
紹介され、参加教員にとって貴重な機会となった。  
7
